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　12月も半ばになりまして今年もあと2週間となりました。当例会は本日と来

週のクリスマス例会となっております。とにかくこの時期は毎年報道されるの

が真珠湾攻撃の追悼記念でございます。今年は70回目ということで5000人ほど

集まって開催されたそうです。日本ではそれに関しての報道はあまりないので

すが、日本人としてあの戦争はなんだったのかということは考えないといけな

いと思います。

　日本の軍隊は非常に優秀だったので日清・日露戦争に勝利して中国まで戦線

を拡大していきましたが、やはりどこかで止めないといけないということが必

要だったと思います。日本軍はリーダーを作りそして教育するというシステム

が高いレベルだったそうです。したがって戦争開始後は連戦連勝進んできまし

た。戦争というのは誰が決めるかといいますと政治でございます。政治と軍隊

というのは分かれている物であって軍は命令されて戦地に出向いたら如何にし

て勝つかと考えるだけであって戦争をやるかやらないかは政治が決めています。

　いずれにしましてもあの大戦は私達に勉強する内容を与えてくれていると思

います。今アメリカの大企業がイラクやアフガニスタンに行った将校を競って

企業が採用しているそうです。何故かと言いますと激動する時代に対応してい

くには過酷な所で体験をしてきた人に経営という物を教えた方が良いという理

由があるそうです。経営学というのは大学とかで学べますが、机の上で学んだ

だけでは有事の時の対応というのが難しい所があります。

　日本では軍の話をすると好戦的だとかまた戦争やるのかというまったく関係

ない話に変わってしまいみんな黙ってしまいますが、とにかく戦争しなければ

いいと考えるのは日本人だけで周りの国はなにかあれば戦争するという態度を

示しているので、そういった国に対して日本は色々と考えていかないといけな

いと思います。また、企業においても今回の大震災そして原発問題に対してど

うやって会社のトップが対応するのか見ていますと海外と比べると異質な物が

あると感じます。結果として良ければいいのですが一向に進まない会議ばかり

していて国民に不安を感じさせる国というのは少し危ないなと感じております

。これから日本を考えますとやはりリーダー養成機関を作ろうと声が挙がって

おりますがやはり昔の日本の軍隊の良いところを学んでいければと思います。
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　１２月２９日　定款の規定により休会
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　１月２６日　IM（例会場・時間変更）

　

会　長　　名取　勝

幹　事　　関口　和夫

副会長　　島村　健

副幹事　　齋藤　博重

編集責任者・

クラブ広報委員長　　深澤　圭司　　

事務所　　〒362-0035　埼玉県上尾市仲町1-8-31　新和エクセルビル303

ＴＥＬ/ＦＡＸ　048-775-7788　　

Ａｇ
ｅｏ

 Ｒｏｔａｒｙ Ｃｌｕｂ  Ａｇｅｏ Ｒｏｔａｒｙ Ｃ
ｌｕ

ｂ例会日　毎週木曜日　12：30～13：30

例会場　東武バンケットホール（ポリアス）　

発行元　KWS 津野泰之

スマイル ３１,０００円

出席　　会員数　　３９　　　出席数　　２２
欠席　　欠席数　　１７　　　（％）　　５６,４１

前々回確定　　　　　　　　　欠席数　　　０
修正（％）　　　１００　　（Ｍ・Ｕ）     ０

■名取会長　小林さん卓話ありがとうございます。

■関口幹事　ご結婚・誕生祝いおめでとうございます。卓話ありがと

うございます。　

■齋藤副幹事　結婚・誕生祝いおめでとうございます。小林さん卓話

ありがとうございます。

■関口副幹事　あきやまさま卓話ありがとうございます。古賀さん入

会おめでとうございます。

■井上会員　誕生祝いありがとう。

■渡邉会員　結婚祝いありがとうございました。

■小林会員　ご清聴ありがとうございました。

■富永会員　小林さん卓話ありがとうございます。

■大塚PG　小林さん卓話ありがとうございます。

■大木会員　結婚・誕生おめでとうございます。小林さん卓話ありが

とうございます。

岡野会員　武重会員　神田会員　村岡会員　大塚会員　横山会員

須田会員　野瀬会員　齋藤(重)会員　齋藤(哲)会員　吉川会員

尾花会員　深澤会員

した。

　一番最近では11月に国立西洋美術館に行きまして

ゴヤの展示会に行って来ました。フランシスコ・デ

・ゴヤは1746年生まれで46歳でスペインの宮廷画家

になり平和な時代と戦争の時代両方をスペイン社会

の光と闇を終生追い続けた画家だと思います。明る

い絵もありますし無残な絵もございます。今年行っ

たところを話してきましたがそれ以外にいままで行

って記憶に残っているのが根津美術館でございます

。ここでは尾形光琳の燕子花図屏風が展示されてい

ました。また私が特に好きな陶磁器では戸栗美術館

が記憶に残っています。陶磁器専門の美術館でござ

います。昨年行っておもしろかったのは国宝土偶展

でした。

　今年はもうゴヤ展を見て終わりだと思います

が時間をみてまた出先で時間があった時には美

術館に行きたいと思います。ご清聴ありがとう

ございました。

AGEO ROTARY CLUB

委員長報告

幹　事　報　告

関口和夫幹事

◆寄付金に関する税制上

の優遇処置が変わりまし

て今までの所得控除から

税額控除の選択適用が出

来るようになりました。

◆委員長で建て替え金が

ある方は事務局の方に請求のほどよろしくお願いし

ます。

◆11月28日に上尾東ロータリークラブの公開例会が

ございまして名取市長佐々木いそおさんの講演がご

ざいました。尾花ガバナー補佐と私で出席してきま

した。会長が名取市の方に義援金をお送りいたしま

して名取市の方からお礼状が届いています。

親睦活動委員会　渡邉清委員長

　来週の22日に18：30か

ら年次総会及びクリスマ

ス例会を開催させて頂き

ます。時間をお間違いな

いようよろしくお願いし

ます。

国際大会推進委員会　富永建委員長

　来年の5月にバンコク

で国際大会が開催されま

す。大会に参加希望の方

の登録をしたいと思いま

すのでよろしくお願いし

ます。地区を通してガバ

ナー事務所から登録して頂けるそうです。よろしく

お願いします。

ポールハリスフェロー賞授与

　　　　　　　　　　大木保司会員

RLI修了証授与

　　　　　　　　　　齋藤博重副幹事

誕生祝い

　　　　　　　　　　井上　清会員

結婚祝い

　　　　　　　　　　渡邉　清会員

AGEO ROTARY CLUB

卓　話卓　話

小林邦彦会員

　本日は何を話そうかと

考えておりましたところ

、今まで私は時間がある

時に坂東三十三箇所お札

巡りとか秩父札所巡りと

かに行っていました。最

近は美術館や博物館に行くことが増えてきたので美

術について本日はお話ししたいと思います。私もロ

ータリーに入ったのは昭和59年でその4年後に創立

25周年がありまして東京會舘で観劇したことを覚え

ています。

　そしてその10年後35周年では会長を務めさせて頂

き本会場で式典を行いました。来年は50周年を迎え

るということで早いものでロータリー27年目になり

ました。ここまで続けられたのも皆さんの頑張って

いる姿を見て続けられたと思っています。改めて感

謝を申し上げます。

　本題の美術館巡りですが、ここ5～6年少し時間に

余裕が出てきてよく出向くようになりました。美術

と絵画鑑賞は少し違うと私は思っております。

　何故かと言いますと美術館が持つ建物とか庭そし

て会場全ての空間が自分にとって合っているのかな

と思います。最近では多く見ているのはアクセスの

いい上野の東京国立博物館や平成館に行っています

。見るものとして一番多いのは仏像でございます。

これは札所巡りに通じる物がございます。その他に

は陶磁器など見ています。あまり西洋絵画は見てお

りません。

　今年の1月に神奈川県の県立金沢文庫に行って来

ました。以前から今まで行ったことのないところに

出向いてみようと考えていていましたがそれだけの

理由で足を伸ばす気にならなかったのですが、その

時展示されていたのが「運慶　中世密教と鎌倉幕府

」という内容だったので足を運んでみました。

　この金沢文庫というのは鎌倉時代の中頃北条実時

の邸宅に武家の文庫を作ってその中には歴史だとか

文字など収集したそうです。

　金沢北条氏は鎌倉幕府が滅亡したと同時に無

くなりましてその後は北条氏の菩提寺でありま

す称名寺に受け継がれています。その時に称名

寺に伝わる金沢北条氏ゆかりの仏像に運慶に繋

がる物があり展示されていました。

　国宝を含む運慶の作品8つが展示されていま

した。運慶の作品が8つ揃うことはなかなかご

ざいません。

　2月には東京国立博物館の平成館に「仏教伝

来の道　平山郁夫と文化財保護」に行って来ま

した。日本画では平山先生の絵は好きなので、

結構見ております。

　5月には国立西洋美術館に「レンブランド　

光と探求闇の誘惑」に行って行きました。先ほ

ど私は西洋絵画はあまり見ませんと言いました

が、レンブラントの作品を見た時の凄く記憶に

残っていてもう一度見てみようという気持ちが

あり見に行きました。

　7月には三井記念美術館に行き「日本美術に

見る橋ものがたり」を見に行って来ました。野

々村仁清の絵やその他工芸品が展示されていま

した。8月には東京国立博物館の平成館が「空

海と密教美術展」がございました。

　その時立体的に見る曼荼羅を見ることができ

すごく感動しました。また8月には別のところ

にも行って妻沼の聖天山に行きました。8年間

かけて修復された本殿はとても素晴らしかった

です。

　10月には大宮の埼玉県立歴史と民俗の博物館

に行って来ました。「円空　心を刻む」という

展示会を見てきました。円空というのは各地を

回りながら仏像を数多く残したということで知

られておりますが一番大きな違いは武士という

のは経典に従ってある程度の形や決まりがある

のですが円空の仏像は素朴で自由に親しみやす

い表現されているという魅力があります。

　埼玉県は円空の円空仏は関東の中でも一番多

く存在していると言われています。また岐阜県

や愛知県にも多くあるそうです。昭和63年に埼

玉で開催された円空の展覧会も私は行って来ま


